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国民健康保険税水準の準統一に向けた課題

ａ）保険税率は、市町村が独自に定めているが、令和９年度には県内全ての市町村が「標準保険税率」
どおりに賦課する「準統一」の実現を目指している。

ｂ）「埼玉県国民健康保険運営方針（第３期）」では、令和９年度の準統一に向けて段階的に税率改定を
行い、令和８年度までに赤字を解消することとされている。

ｃ）令和８年度の赤字解消にあたっては、赤字解消の目安となる標準保険税率の試算結果が令和７年
１１月に、算定結果が令和８年１月下旬に示されるため、いずれかの時期（  または  ）に
令和８年度以降の税率についてご審議いただきたいと考えている。

１．保険税率

➊

ａ）賦課限度額は、前年度末（３月末頃）に政令が改正され、翌４月１日から適用されるが、上尾市では、
運営協議会からの答申や議会の審議を経て賦課限度額を改正するため、政令の適用から１年遅れて
改正している。

ｂ） 「埼玉県国民健康保険運営方針（第３期）」では、令和９年度の準統一にあたって、政令の適用日と
あわせることとされている。

ｃ）令和９年度以降の賦課限度額については、政令が改正される前にご審議いただいたうえで、令和９年
３月末頃に政令が改正された後に、市長の専決処分（  ）により賦課限度額を改正する必要がある。

２．賦課限度額

ａ）各市町村は災害を受けた被保険者などの保険税を減免しているが、その内容は市町村によって異なる。

ｂ） 「埼玉県国民健康保険運営方針（第３期）」では、令和９年度の準統一にあたって、減免に関する
県内統一の基準を定めることとされている。

ｃ）県内統一の基準が策定された後に、減免の内容を改正することについてご審議いただきたいと
考えている。

３．条例減免
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※専決処分とは、議会が議決すべき事項について、市長が議会に代わって決定すること。専決処分を
行った場合は、次の議会で報告する。
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